
カールスルーエ教育大学・岐阜大学教育学部学術交流推進懇談会 

 カールスルーエ教育大学（PHK・ドイツ）との協定締結から 11 年が経過し、この間、交換留学は 8 名、

WEB 交流会を計 6回実施してきた。さらに、研究者交流については、数学教育講座および理科教育講座を中

心に継続的な連携が図られてきた。 

今後の連携深化を見据え、2026 年 9月 28日（月）10 時 00 分より、ラルフ・ハンスマン教授を迎え、学術

交流推進懇談会を実施した。 

懇談会では、はじめに岐阜大学教育学部の概要を紹介し、続いて両大学間で進められている共同研究につい

て報告を行った。その後、PHK から本学部に留学した交換留学生の体験記を紹介する動画を上映するととも

に、今後 PHKへの留学を予定している学生が、留学に向けた抱負を述べた。最後に、両大学の関係者による

対談および意見交換を行った。 

 対談では、これまでの交流および共同研究の成果を確認するだけでなく、両国の教育制度や学校現場が抱え

る課題について、多角的な視点から理解を深めることができた。 

また、教員による教育・研究上の意見交換に加え、留学予定の学生の現地での研究計画を共有できたことに

より、部局間交流が学生の具体的な学びと成長につながっていることを改めて確認する機会となった。 

両大学が今後も協力関係を継続・発展させていく意思を共有できたことは大きな成果である。今回の懇談会

は、研究者間の共同研究、学生交流、語学教育、国際共同発信など、今後のさまざまな取組を具体化していく

ための基盤となるものであり、学術交流をさらに前進させる大きな一歩となった。 

 

（PHK ラルフ・ハンスマン教授によるプレゼンの様子） 
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